
1  

 

D3センター教授会 議事要録 

 

日 時： 令和８年１月２２日（木）１５：３８～１６：３６ 

場 所： オンライン開催（Teams） 

出 席 者： 降籏センター長、猪俣教授、岩居教授、浦西教授、岸本教授、櫻井教授、下西

教授、伊達教授、長原教授、春本教授、村田教授、八木特任教授（常勤）、安

福教授、鎗水教授、吉野教授 

欠席者：  

 

議事に先立ち、前回の教授会議事要録（案）の確認があり、これを承認した。 

 

議 題 

（審議事項） 

１．サイバーメディア教育研究部門准教授の再任について 

標記のことについて、資料１-１、１-２に基づき、選考経過、履歴、業績等の説明があり、

審議の結果、候補者の再任を承認した。 

なお、今回の任期については、令和８年４月１日から令和１０年３月３１日の２年間である

ことについて、併せて承認した。 

 

２．「サイバーコミュニティ研究部門」准教授の選考について 

標記のことについて、資料２-１、２-２に基づき、選考経過、履歴、業績等の説明があり、

審議の結果、令和８年４月１日付で候補者を採用することを承認した。 

 

３．クロス・アポイントメント協定の継続について 

標記のことについて、資料３-１～３-６に基づき、協定更新について説明があり、審議の結果、

これを承認した。 

 

４．クロス・アポイントメント制度による特任教員の雇用について 

標記のことについて、資料４に基づき説明があり、続いて受け入れ教員から、各特任教員の

業績等について説明があった。 

審議の結果、すべての教員について、４月１日付雇用契約の更新を承認した。 

 

５．特任教員の雇用契約更新について 

標記のことについて、資料５に基づき説明があり、続いて受け入れ教員から、各特任教員の

業績等について説明があった。 

審議の結果、すべての教員について、４月１日付雇用契約の更新を承認した。 

 

６．特任研究員の継続雇用について 

６５歳を超える特任研究員の継続雇用について、資料６に基づき、当該者の健康状態等につ

いて説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

７．令和８年度招へい教員等の受入れ及び称号付与について 

標記のことについて、資料７に基づき説明があり、審議の結果、新規受入れ２件、継続受入

れ５５件を承認した。また、招へい教授の称号付与２２件、招へい准教授の称号付与１２件を
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併せて承認した。 

  

８．D3センター保有施設の貸与について 

標記のことについて、資料８に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

 

（報告事項） 

１. 次期副センター長の指名について 

標記のことについて、次期副センター長として、知能情報基盤研究部門長原 一 教授、デ

ータビリティプラットフォーム研究部門春本 要 教授、大規模計算科学研究部門吉野 元 

教授が指名されたことの報告があった。 

 

２. 各種委員会報告について 

（１）学内委員会 

① 情報推進本部協議会（12月24日） 

② 情報セキュリティ本部協議会（12月24日） 

③ ダイバーシティ＆インクルージョンセンター会議（1月7日） 

④ 吹田地区事業場安全衛生委員会（1月9日） 

⑤ 教育課程委員会（1月9日） 

⑥ ＣＯデザインセンター運営協議会（1月14日） 

⑦ 豊中地区事業場安全衛生委員会（1月16日） 

⑧ 豊中地区部局長会議（1月19日） 

⑨ 学術研究機構会議（1月20日） 

⑩ 理工情報系戦略会議（1月20日） 

⑪ 理工情報系オナー大学院プログラム運営委員会（1月20日） 

⑫ 教育研究評議会（1月20日） 

・国際卓越研究大学の第２期公募の審査結果について報告があり、それを受けた今後の

大学改革の方向性について説明があった。 

・令和7年度学内補正予算（案）について報告があった。 

・坂口志文特別栄誉教授ノーベル生理学・医学賞受賞記念特別講演会の開催について案

内があった。 

⑬ 部局長懇談会（1月20日） 

・国際卓越研究大学の第２期公募の審査結果を受け、学術研究機構および教育機構の設 

置に向けた今後の対応方針について報告があり、当初の構想通り両機構は2026年4月に

設置するが、両機構の実装の時期等については、意見等を踏まえ見直しを行う旨説明

があった。 

⑭ 創立１００周年記念事業委員会（1月20日） 

⑮ 全学教育推進機構運営協議会（1月20日） 

 

（２）センター内委員会 

研究倫理審査委員会（12月15日） 

 

３．兼業について 

標記のことについて、資料２６に基づき、報告があった。 
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４．「『富岳NEXT』プロジェクトに関するワークショップ」の後援について 

標記のことについて、資料２７に基づき、報告があった。 

 

５．Cyber HPC Symposium2026の開催について 

標記のことについて、資料２８に基づき、報告があった。 

 

６．ＳＣ２０２５出展報告について 

標記のことについて、資料２９に基づき、報告があった。 

 

７．令和８年度D3センター教授会開催予定について 

標記のことについて、資料３０に基づき、報告があった。 

 

８．その他 

（１）D3センターの業務報告について 

標記のことについて、各部門から、報告があった。 

・データ生成工学研究部門から、研究マネジメント総合支援システム構築の進捗状況につ

いて報告とともに、各教員への協力依頼があった。 

 

 

◎次回開催予定日 令和８年２月２６日（木） 


